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「持続可能な社会の実現を目指して学び続ける生徒の育成」 
 本校は今年度、沖縄県教育委員会より「SDGs 達成に向けた教育実践」の研究指定を受け、総合的な学

習の時間を主軸とした教科横断的な取り組みを実践した。 

１ 実践内容 

 (1)  SDGs委員会を編制し、教育課程の共通理解、課題解決のための方法の確認、共通実践を行う。 

  ①毎週水曜日の４校時に SDGs委員会を設け、話し合った内容をレジュメ（資料１）にまとめ、全職 

員へ配布することで、共通認識を図る。 

  ②各学年の情報を共有することで、体系的な見通しと学びの継続性・連続性を図る。 

 (2) 教職員が校内研修で SDGsについて学んだ上で、各教科、SDGsの視点を取り入れた授業改善に取 

り組む。 

  ①各教科の年間指導計画の中に、SDGs との関連を位置づけ、各教科の見方・考え方を働かせて、他 

者と協働しながらよりよい課題解決を考えさせる。 

②一人一公開授業において、指導略案に SDGsとの関連を示し、教師自身の意識の向上を図る。 

③授業リフレクションに「SDGs」との関連を取り入れる。（資料２） 

 (3) 総合的な学習の時間における各学年のテーマに、SDGsの視点を取り入れる。 

  １年（地域×SDGs）「南風原町が住み続けられる町であるために必要なことは何か？」 

２年（職業×SDGs）「各企業が取り組む SDGsについて」 

３年（産業×SDGs）「沖縄の観光は本当に持続可能か」 

２ 説明資料 

 

 

 

 
 
 

 

    資料１ SDGs 委員会のレジュメ        資料２ リフレクションシート（国語科） 

３ 成果 

 【全生徒を対象とした学校評価アンケート結果より】 

 ・先生方は、教え方をいろいろ工夫している。（94.3％） 

 ・総合的な学習の時間を中心に SDGsについて学び、自分事として考えることができる。（91.6％） 

 ・私は「気づき・考え・行動する」ように努力している。（91.5％） 

○総合的な学習の時間を柱として、SDGs について学び、教科横断的に社会を取り巻く様々な問題を考 

えることで、生徒が持続可能な社会の担い手としての意識を高め、主体的に社会に参画しようとす 

る実践意欲が高まった。 

４ 課題（対策） 

 ●次年度以降の継続的な実践基盤の構築（次年度検討委員会による計画を綿密に行う） 

 ●組織的取り組みへの理解と協力（校内研修の充実と情報共有・周知の徹底） 


